
―― 御社従業員の
仕事に対する取組み

で特徴的なことは？
「２日間改善」と称し、職場単
位での改善活動を行っています。
名前のとおり、自分たちで掲げた
改善目標を２日間で集中的に取組
み、改善していく活動です。
この結果は、月初めの全体朝礼
で全社員に報告します。

――次世代教育について、御社で
はどうされていますか？
入社と同時に会社の仕組みに接
し理解してもらうため、「方針管
理」を導入しています。
会社方針、部門方針を説明した
上で、個人別実行計画を策定しま

す。この計画を実行していく中で、
会社生活に慣れもらい、協調性な
ども育んでいきます。先輩社員と
のコミュニケーションも図れ、当
社への定着率も高いものとなって
います。

―― その他若手の育成で力を入れ
ていることはありますか？
インターンシップで学生を受け
入れています。６年目となる今年
は、３名を受け入れましました。
最初は社会貢献で始めたのです
が、学生の指導役を務める当社社
員自らが勉強し、教えることで喜
びに繋がり、その喜びが社員の成
長にも繋がっており、無形の効果
が出ています。

２カ月間のインターンシップで研修中の学
生。ここでの経験は、今後就職活動の参考
となる

１台、１台組み付けられていく車体
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――御社で製作し
ている主力製品につ

いてお聞かせ下さい
中條社長 創業以来、製造して
いる木製平ボデー（１トン～９ト
ン）を中心として、個別お客様向
け一品仕様平ボデー、産業機械
（フォークリフト）部品や清涼飲
料水を配送するボトルカー等の開
発から生産、販売まで行っていま
す。

――コンピュータでのシステム構
築にも力を入れているとうかがっ
ていますが、どのように活用され
ているのでしょうか。
1990年に「ＡＴＭＳ稼働」とし

て生産管理システムの構築に着手
しました。
その２年後に発注元の要求が大
きく変化し、確定受注へと切り替
わり、中間仕掛かりを作っておけ
なくなったのです。
そこで「NEW-ATMS」を稼働

し、受注から納品までイントラ上
で指示、確認ができるシステムに
切り替えました。

「NEW-ATMS」稼働に伴い、
工場ではＮＣパンチャーとＮＣリ
ベッターを取り入れ、トラック１
台分の台枠、煽りを一発処理で組
み付けることが可能となりまし
た。
納期も短縮され、お客様の要求
にも応えられる生産体制となって
います。

航空機のタイヤ、ブレーキ交換
用の専用車。200kgのタイヤ交
換を作業員１人で行える

飲料水運搬車として最適なバン。
アルミを多使用することで、軽量
でリサイクル性向上という環境
に配慮した製品

フロアー、ゲート木製内張
り仕様。キャブ色に合わせ
た焼付塗装が可能

アルミ製煽りなので、軽
量でリサイクル性が高
い。煽りの高さは50mm
おきに調整が可能

トラックリヤボ
デーを半世紀にわた

り生産している㈱東洋ボデー。
1952（昭和２７）年に東京三鷹で
創業を開始し、トラック荷台製造
を始める。1972年に本社、工場を
現在の武蔵村山市に移転する。そ
れと同時に「アニオン電着」を開
始、小型車両専用の量産工場とし
て生まれ変わる。
その後も大中型専用架装工場、
特装車専用架装工場を新設、1981
年には鉛フリーの「カチオン電着
塗装」の稼働も始まり、お客様の
ニーズに合わせた生産体制を整え
ていった。
トラックリヤボデーの生産でお
客様から高い信頼を得ていた1987
年、「航空機用タイヤ交換車」の

生産を開始する。これは飛行場で
航空機のタイヤを交換するための
専用車で、世界初のタイヤ交換車
となった。この交換車は２０年以
上たった今でも生産を続け、飛行
場で活躍している。
同社は、TAMA産業活性化協会
の会員でもある。この協会は、経
済産業省が推進する「産業クラス
ター※計画」の１つである地域活
性化プロジェクトの首都圏西部ネ
ットワーク支援活動の推進組織で
あり、新しい技術への取組み、人
材育成などを会員企業と産学官と
の連携で進めている。
㈱東洋ボデーでは、これまで架
装ボデーの軽量化への取組み、イ
ンターンシップ受入などに参加、
今年からはＣＡＤ／ＣＡＭデータ

を統一言語ＸＭＬにて外部との受
発注をＥＤＩ化するプロジェクト
を立ち上げる活動を始めた。
これからも短納期、低コストで、
高品質な製品をお客様に提供でき
るよう、新しい技術、知識を積極
的に取り込んでいきたいという。
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DATA
■本社

東京都武蔵村山市伊奈平2-42-1

TEL  042-560-2111

FAX  042-560-2110

■資本金　4,800万円

■従業員　約100名

■事業所規模

敷地約 24,000㎡

工場 8,000㎡

■車体工業会加入

1973年（トラック部会）

代表取締役社長

取材／（社）日本自動車車体工業会　事務局次長　瓜谷優一

※産業クラスター：特定分野の関連企業、大学
等の関連機関等が地域で競争しつつ協力して相
乗効果を産み出す状態をいう。クラスターとは
「ブドウの房」の意。


